
第
１
回
少
年
少
女
相
撲
大
会

　
　
　
小
学
４
年
女
子
の
部
優
勝

　

12
月
25
日
に
千
葉
県
柏
市
中

央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第

１
回
少
年
少
女
相
撲
大
会
・
柏

力
杯(

全
国
の
４
歳
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
の
約
２
５
０
名
が
参

加)

の
小
学
４
年
女
子
の
部
に
お

い
て
、
堀
姫
萌
華
さ
ん(

高
千
穂

相
撲
ク
ラ
ブ
・
高
千
穂
小)

が
優

勝
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
参
加
選
手
の
成
績

・
小
学
男
女
混
合
２
年
生
の
部

　
ベ
ス
ト
８　
堀 

瑠
琉
華

・
小
学
５
年
生
女
子
の
部

　
ベ
ス
ト
４　
甲
斐 

友
梨

※

い
ず
れ
も
高
千
穂
小
学
校　

土
砂
災
害
防
止
作
品(

絵
画
の
部)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
銅
賞
受
賞

　
土
砂
災
害
防
止
月
間(

毎
年
６

月)

の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
生

の
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
行
わ
れ

た
、
令
和
３
年
度
土
砂
災
害
防

止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
募
集

の
絵
画
の
部
に
お
い
て
、
上
野

中
学
校
２
年
廣
木
愛
梨
さ
ん
が

銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
廣
木
さ
ん
は
、「
家
の
近
く
が

急
傾
斜
地
の
た
め
、
避
難
場
所

を
再
確
認
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
家
族
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
し
災
害
に
備
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ゆ　
り

ひ　
め　
か

る　
る　
か

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　
　
　
区
間
賞
を
獲
得

　
１
月
10
日
に
宮
崎
市
で
開
催

さ
れ
た
、
第
12
回
宮
崎
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い

て
、
第
９
区(

小
学
生
女
子
１
・

４
㎞)

走
者
の
森
下
久
瑠
実
さ
ん

が
、
５
分
21
秒
の
好
タ
イ
ム
で

町
村
の
部
の
区
間
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
本
町
は
、
２
時
間
22
分
48
秒

の
タ
イ
ム
で
、
町
村
の
部
第
９

位(

昨
年
は
中
止
、
一
昨
年
は
第

３
位)

で
し
た
が
、
森
下
さ
ん
を

は
じ
め
、
小
中
学
生
で
有
力
な

選
手
が
育
っ
て
お
り
、
今
後
、

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

み
や
ざ
き
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
賞
受
賞

　
宮
崎
県
教
育
委
員
会
主
催
の

み
や
ざ
き
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｅ
ｘ

ｐ
ｏ(

エ
キ
ス
ポ)

「
県
立
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル 

オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、

高
千
穂
高
校
生
産
流
通
科
１
年

平
木
優
亜
さ
ん
・
酒
井
麻
奈
実

さ
ん
・
神
部
ひ
び
き
さ
ん
が
、

世
界
農
業
遺
産
学
習
の
活
動
内

容
と
し
て
、「
肉
用
牛
、
神
楽
、

焼
畑
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
10
校
中
、
唯
一
１
年
生
の

み
で
の
参
加
。
見
事
、
特
別
賞

を
受
賞
を
し
ま
し
た
。

こ
ま
い
ぬ

く　
る　
み

あ
い
り

ゆ　
あ

ま　
な　
み

か
ん
べ

　
1
月
21
日
、
文
化
財
防
火
デ
ー

（
1
月
26
日
）
を
前
に
高
千
穂
神
社

が
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
は
、
消
防
署
や
消
防
団
と
の

合
同
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め

職
員
の
み
で
実
施
。
社
殿
裏
山
林
か

ら
の
出
火
を
想
定
し
、
消
火
器
や
バ

ケ
ツ
に
よ
る
初
期
消
火
を
行
っ
た

後
、
狛
犬
な
ど
の
文
化
財
を
持
ち
運

び
ま
し
た
。
後
藤
宮
司
は
、「
初
期

が
大
事
。
文
化
財
を
預
か
っ
て
い
る

気
持
ち
で
行
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

文化財防火デー
高千穂神社防火訓練

保管場所を確認しながら文化財を運ぶ神社職員 開通へ向け長い道のりの第一歩

新型コロナウイルスの終息も願い
五穀豊穣と平穏を祈る猪々掛祭

　
1
月
５
日
、
高
千
穂
神
社
で
猪
々

掛
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭

り
は
そ
の
昔
、
こ
の
地
で
暴
れ
ま

わ
っ
て
い
た
「
鬼
八
」
を
退
治
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
霊
が
早
霜
を
降

ら
せ
る
災
い
を
も
た
ら
し
た
こ
と

か
ら
、
毎
年
、
旧
暦
12
月
３
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
の

中
で
行
う
「
笹
振
り
神
楽
」
は
、

高
千
穂
神
楽
の
原
形
の
一
つ
と
さ

れ
て
お
り
、
供
え
ら
れ
た
猪
を
前

に
、
笹
を
振
り
な
が
ら
「
鬼
八
眠

ら
せ
歌
」
を
歌
い
奉
納
を
し
ま
す
。

今年は例年より早く出荷
きんかんたまたまの贈呈

笹をゆっくり左右に振りながら、歌を口ずさみます。町長にきんかんを手渡す工藤部会長

九州中央自動車道「高千穂雲海橋道路」
中心杭打ち式でまた一歩前進

　
１
月
15
日
、
九
州
中
央
自
動
車

道
「
高
千
穂
雲
海
橋
道
路
」
の
中

心
杭
打
ち
式
が
、
町
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
町
長
は
、「
早
期
全
線
開
通

に
向
け
、
沿
線
地
域
の
官
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
九
州
自
動
車
道
「
国
道
2
1
8

号
高
千
穂
雲
海
橋
道
路
」
は
、
延

長
3
・
3
㎞
、
幅
員
12
ｍ
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
測
量
に
着
手
し
、

道
路
設
計
へ
と
進
み
ま
す
。

　
1
月
24
日
、
き
ん
か
ん
た
ま
た
ま

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
千
穂
地
区
果
樹
振
興
会
き
ん
か

ん
部
会(

工
藤
慎
一
郎
部
会
長)

で

は
、
郡
内
で
22
戸
の
農
家(

う
ち
本

町
内
は
11
戸)

が
3
・
9
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、今
年
は
、

79
ト
ン
の
出
荷
を
目
標
に
、
こ
れ
か

ら
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
工
藤
会

長
は
、「
例
年
よ
り
小
ぶ
り
で
は
あ

る
が
糖
度
は
高
い
。
ま
た
、
早
く
か

ら
着
色
し
色
合
い
も
よ
く
、
出
荷
が

前
倒
し
と
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。
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たかちほっとニュース




